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第１章 序論 

第１節 背景 

1993 年の開幕した Jリーグ当初はオリジナル 10 と呼ばれる 10クラブが所属していた。

その後 1999 年に J２が開幕し 2014 年には J3 が開幕した。それぞれクラブ数は 2019 年時

点で J1 が 18 クラブ、J2 が 22 クラブ、J3 が 18 クラブとリーグは 58 クラブで行われてい

る。Jリーグではクラブの本拠地を「ホームタウン」と呼ぶホームタウンとは Jクラブと地

域社会が一体となり、スポーツが生活に溶け込み、人々が心身の健康と生活の楽しみを享受

できる町を意味している。Jリーグの活動方針に「地元に深く根ざすホームタウン制を基本

とし、各地域において地元住民が心ゆくまでトップレベルのサッカーとふれ合えるよう、ス

タジアム施設をはじめチーム周辺を整備する。」という言葉がある。地域に根差した活動と

いうのも積極的に行っておりＪリーグの各クラブは「地域に根差した総合スポーツクラブ」

を目標に、サッカーという競技を通じてさまざまな活動を行っている。トップチームの試合

開催、一貫した選手の育成・強化への取り組みのほか、地域の人々が楽しんで参加できるよ

うなサッカー教室を開催したり、地域で開催されるスポーツ活動へのサポートなども行っ

ている。 

村井チェアマンは「日本サッカー界全体に恩恵をもたらすような輝くクラブを、J１の中

に作っていくことは中長期視点では絶対に必要でしょう。」と述べている。J リーグは地域

密着を掲げてこれまで取り組んできた。J クラブ全体で年 4000 回を誇るホームタウン活動

の実績から地域に根差した経営努力も着実に行なわれている。Jリーグではホーム・アンド・

アウェイは方式がとられている。この方式は、2チームがそれぞれのホームタウンで 1 度ず

つ計 2 回対戦する方式のことである。なので、リーグの全体の盛り上がりを考えるとホー

ムタウンだけが盛り上がるのではなく、アウェイゲームでも席が満員になるような全国区

的に人気のある所謂「ビッグクラブ」の存在が重要である。読売ジャイアンツは 2000 年に

放送試合数は 140 試合で放映権が 1 億円という収入を生み出すビックチームであり、2016

年は巨人戦が 30試合程度になっているが今でもその人気は健在である。Jリーグにおいて、

全国区のクラブはどのようなクラブであるのか。 

第２節 先行研究 

観戦需要研究に関しては、河合らが Jリーグにおける観客動員数増加に正の影響を与えた

要因としてダービーマッチ、開幕戦といった要因が挙げられている。特にシーズンを通して

影響を与える要因として、アウェイクラブの人気が挙げられる。 

J リーグのアウェイクラブの人気については畔蒜(2012)が行っているが最多クラブと最小

クラブの差を明らかにするに留まっており、各クラブの特徴や傾向を明らかにするに至っ

ていない。全国区クラブの特徴や傾向を明らかにすることは、今後の Jリーグにビッグクラ

ブを作る上で重要である。本研究の目的は Jリーグ各クラブのアウェイゲームの観客数を明
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らかにすることで、Jリーグの観客数の増加に寄与するクラブを特定し、そのクラブの特徴

の特徴について示唆を得ることとする 

 

第２章 研究手法 

相手チームによって異なる平均観客数を求める方法として畔蒜(2012)のアウェイ観客数

の算出方法：APIを使用 

①アウェイ観客数最上位と最下位の差 

畔蒜(2012)は 2010年までしか算出していないため、2019 年までの差を明らかにした。 

②アウェイ観客数の上位５クラブの選出 

アウェイ指数上位５クラブを抽出し、その５クラブの傾向から、J リーグ 27 年の人気クラ

ブの傾向を探る。 

③重回帰分析 

従属変数を API、独立変数をリーグ戦、天皇杯、カップ戦の順位とした。 

第１節 分析対象 

本稿では、J リーグ公開資料から 1993 年～2010 年の 18 シーズンの J1 すべての試 

合を分析対象とした 

第２節 分析方法 

各シーズンにおけるホームクラブの平均観客動員数を算出し、各クラブのホームゲーム

のシーズン平均観客動員数と同シーズンのホームゲームの各試合の観客動員数の差を取っ

た。その値はホームクラブの平均観客動員数に対して、各アウェイクラブがどの程度影響し

ているかを表している値である。そしてその値の平均を算出したものを「アウェイクラブ人

気指数」とした。「アウェイクラブ人気指数」が正の値の時は、アウェイクラブがホームク

ラブの平均観客動員数よりも観客動員数が多い試合であり、「 アウェイクラブ人気指数」が

負の値の時は、ホームクラブの平均観客数よりも観客動員数が少ない試合である事を意味

する。 

第３節 言葉の定義 

ホームクラブの対戦相手を差す場合はアウェイクラブ、対戦相手の本拠地で行う試合を

アウェイゲームという。また、Ｊリーグクラブの中にはクラブ名を変更したクラブもあるが、

本稿では 2019 年時点のクラブ名で統一した。 

第４節 研究の目的 

Jリーグの観客数の増加に寄与するクラブを特定し、そのクラブの特徴の特徴について示

唆を得ることとする。 
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第３章 結果 

第１節 「アウェイクラブ人気指数」が最も高いクラブと低いクラブ 

1993 年から 2019 年までのアウェイ人気指数が最も高いクラブと最も低いクラブのチー

ムは以下の通りとなった。 

1993年から 2019年の各シーズンにおいて、「アウェイクラブ人気指数」が最も高いクラ

ブは、東京ヴェルディ、鹿島アントラーズ、ジュビロ磐田、浦和レッズ、セレッソ大阪、ヴ

ィッセル神戸の 6チームとなっている。2003 年までの 11 年間は東京ヴェルディ（1993 年

～1995 年）、鹿島アントラーズ（1996 年～1998 年、2000 年）、ジュビロ磐田（1999 年、

2001年～2003年）と 3 チームで分ける結果となっている。 

2004 年から 2013 年までの 10 シーズンをみてみると浦和レッズが 10 年連続でトップの

値を出すという結果となっている。2014 年にはセレッソ大阪が最も高いクラブ数値を出す

結果となったが、その後も 2015 年～2018 年の 4 シーズンも再び浦和レッズが最も高い値

を出すという結果となっている。 

2019年では、2005年、2008 年、2009 年、2016年と最も低い値を出しており、それ以外

の J１に在籍していたシーズンでは一度もプラスの値を出していたことのないヴィッセル神

戸が 2018 年に初めて 3000という正の値を算出し、2019 年にはトップの値を出す結果とな

った。 

 1993年から 2019年の各シーズンにおいて最もアウェイ人気指数が低いクラブは 12クラ

ブであった。サンフレッチェ広島（1993 年、2000 年）、湘南ベルマーレ（1994 年、2019

年）、ガンバ大阪(1995年)、アビスパ福岡（1996 年、1997年、2001 年、2011年）、コンサ

ドーレ札幌(1998 年)、セレッソ大阪（1999年）京都パープルサンガ（2002年、2010年）、

大分トリニータ（2003年、2004年、2006年、2007年、2013年）、ヴィッセル神戸（2005

年、2008年、2009年、2016年）、大宮アルディージャ（2012年）、ベガルタ仙台（2014 年、

2018年）、ヴァンフォーレ甲府（2015 年、2017年）となっている。 

「アウェイクラブ人気指数」が最も高いクラブと最も低いクラブのアウェイゲームの観

客動員数の差は 1000人から 15000人ほどであり、2014 年から 10000 人を切る傾向となっ

てきたが 2019 年のヴィッセル神戸からまたその差が拡大している。 
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表 1 「アウェイ人気指数」が最も高いクラブと低いクラブ 

 

第２節 「アウェイ人気指数」が高い上位５クラブ 

1993年に Jリーグ開幕年では「アウェイ人気指数」で正の値を出したクラブは 10 クラブ

中 4 クラブであった。開幕から 3 年間は東京ヴェルディがトップの値を出す結果となって

いる。1996 年からは時代が変わったかのように鹿島アントラーズがトップを走る結果とな

った。1995 年までトップであった東京ヴェルディは 1996 年 4 位、1997年 2位となってい

るがそれ以降姿を消している。そんな鹿島アントラーズだが 1998 年までは文句なしのトッ

プであったが、1999年から 2003年の 5年間はジュビロ磐田とのトップ争いが起きている。      

1999 年にジュビロ磐田が 1 位、2000 年に鹿島アントラーズが 1 位と交互にとっていた

が後の 3 年間は 1 位ジュビロ磐田、2位鹿島アントラーズという結果になっている。 

2004 年からは 1999 年から 2003 年までの 5 年間中 3 年間 3 位を取っていた浦和レッズ

がここでトップに立つ結果となった。この浦和レッズだが 2004年から 2013 年までの 10年
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連続で 1 位を取っている。その期間だが、2003 年までトップ争いをしていたジュビロ磐田

の影が薄くなっている。2004 年（3 位）、2005 年（２位）と上位につけていたがそれ以降

2017 年まで姿が見えなくなった。ジュビロ磐田とトップ争いをしていた鹿島アントラーズ

に関しては上位 5 位には常にランクインしておりその人気は保ったままと思われる。しか

し、この 10年間に頭角を現してきたのはガンバ大阪である。浦和レッズとの差は 2倍はあ

るものの 2004 年以前には 1997 年（3 位）と一度しかランクインしていないにも関わらず

この 10 年で人気チームへと駆け上がってきた。 

2014 年には浦和レッズは 2 位という結果になっており、代わりにセレッソ大阪がトップ

の値を出す結果となるもその勢いは 1年間だけである。 

2015 年から 2018 年までは再び浦和レッズがトップになっている。しかし、10 年連続で

トップを走っていた時期と比べてみると 2015 年には APIが 5000 人を切っており、2018 年

には歴代のトップを含めても 3654という最低値を算出しており浦和レッズの低迷が数字に

表れている。またこの 4 年間もガンバ大阪、鹿島アントラーズというお馴染みの顔がラン

クインしているが、2018 年にはヴィッセル神戸がトップ 5 に初めてランクインしてきた。

ヴィッセル神戸は 2005 年、2008年、2009年、2016年と API最低値を算出しており 2016

年と 2 年前までは人気のないチームという結果がデータには表れているが、ここにきて人

気が出てきた。さらに驚くべきなのは 2019年にヴィッセル神戸がトップに立つという結果

になっていることだ。2019 年の結果をさらに見ていくとこれまで 1 位に立っていた浦和レ

ッズが 4 位となっておりここでも人気の低迷が表れている。 
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表 2 「アウェイ人気指数」が高い上位 5クラブ 

   
第３節 「アウェイクラブ人気指数」によるクラブの分類 

2010 年以前で「アウェイクラブ人気指数」が正の値のクラブが全体に占める割合が最も

多い年で、61％で 2007 年のシーズンであり、18 クラブ中 11 クラブであった。。一方で、 

「アウェイクラブ人気指数」が正の値のクラブが全体に占める割合が最も低い年は1996年、

2003年、2004 年の 31％である。2011 年からの正の正の値のクラブが全体に占める割合が

最も多い年は 2012 年の 56％で 18 クラブ中 10 クラブであった。一方最も低い割合の年は

2016年で 18 クラブ中 6クラブが占め 33％であった。2010年以前も 2010年以降も 40％前

後で基本は推移している。 

年度 １位 ２位 ３位 ４位 ５位

1993 東京V(11518) 横浜FM(2249) 名古屋(806) 浦和(579)

1994 東京V(14435) 清水(6800) 横浜FM(2337) 鹿島(1673) 横浜F(1184)

1995 東京V(7214) 浦和(2765) 横浜FM(1872) 清水(804) 鹿島(763)

1996 鹿島(6995) 横浜FM(5356) 浦和(2996) 東京V(2223) 名古屋(920)

1997 鹿島(4726) 東京V(3511) G大阪(2212) 清水(1549) 横浜FM(1492)

1998 鹿島(6416) 浦和(6176) 横浜FM(4826) 磐田(3231) 湘南(1596)

1999 磐田(8781) 鹿島(5174) 浦和(3058) 名古屋(2742) 清水(1916)

2000 鹿島(4761) 横浜FM(4683) 磐田(4407) 名古屋(2207) 柏(540)

2001 磐田(10055) 鹿島(7165) 横浜FM(6091) 浦和(5270) 清水(882)

2002 磐田(11940) 鹿島(5900) 浦和(4323) 清水(3667) 横浜FM(1806)

2003 磐田(10325) 鹿島(5856) 浦和(5259) 横浜FM(5119) 清水(1790)

2004 浦和(9964) 鹿島(7206) 磐田(5647) 横浜FM(3810) 新潟(119)

2005 浦和(10901) 磐田(5153) 横浜FM(4757) 鹿島(4128) G大阪(3850)

2006 浦和(10134) G大阪(5144) 鹿島(3513) 横浜FM(1610) 千葉(1477)

2007 浦和(15479) 清水(3792) 千葉(3598) 横浜FC(3389) 鹿島(3329)

2008 浦和(10068) G大阪(3320) 鹿島(3294) 横浜FM(1848) 川崎F(1638)

2009 浦和(10325) G大阪(3475) 鹿島(2824) 川崎F(2334) 清水(426)

2010 浦和(6604) 鹿島(4454) G大阪(3644) 横浜FM(2755) 川崎F(2534)

2011 浦和(6478) G大阪(3985) 鹿島(2348) 清水(2156) 横浜FM(1970)

2012 浦和(7201) G大阪(2342) 鹿島(2134) 名古屋(814) 広島(807)

2013 浦和(8735) 鹿島(3501) C大阪(1862) 広島(1317) 名古屋(462)

2014 Ｃ大阪(6800) 浦和(5873) G大阪(4137) 鹿島(1266) 横浜FM(1177)

2015 浦和(4752) G大阪(3674) 松本(2797) FC東京(2246) 鹿島(2220)

2016 浦和(5722) G大阪(4791) 川崎F(4400) 横浜FM(4094) 鹿島(3599)

2017 浦和(6572) 鹿島(4627) C大阪(2661) 磐田(2446) G大阪(2218)

2018 浦和(3654) 神戸(2949) 鹿島(2617) 川崎F(2213) 横浜FM(1130)

2019 神戸(9833) 鹿島(3215) FC東京(2664) 浦和(2296) 川崎F(2102)
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図 1 「アウェイ人気指数」の正と負の分類（1993～2019） 

第４節 「アウェイクラブ人気指数」の正の値の合計に占める、各クラブの割合 

下のグラフは「アウェイクラブ人気指数」が正のクラブを抽出し、そのクラブ「アウェイ

クラブ人気指数」の合計に占める、各クラブの割合を示したものである。これを見てみると

「アウェイクラブ人気指数」が正のクラブの上位 3 クラブで、いずれのシーズンも少なく

とも 50%を占めている事が分かった。 

 

図 2「アウェイ人気指数」の正の値の合計に占める、各クラブの割合 

第５節 特徴のある７クラブ 

API トップ５のトップをさらに詳しく見ていくと 1993 年から 1995 年までトップであっ
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た東京ヴェルディはその 3 年間を皮切りに APIが激減している。1999年にはマイナスの値

に落ちており、2009年以降は J2 に降格する結果となっている。1996年から 2003年までの

ジュビロ磐田と鹿島アントラーズが API トップを争っていたが、ジュビロ磐田に関しては

2005 年以降大きく API を下げており、マイナスの値を算出することも大きくなってきた。

鹿島アントラーズはトップを走っていた時と比べると数値は落としているもののそれ以降

もプラスの値を算出しており未だに人気は健在と言える。 

2004 年から 10 シーズン連続で 1 位を取っておりその後も 1 位を取ることの多かった浦

和レッズも鹿島アントラーズと同じくそれ以降もプラスの値を出している。2006 年から浦

和レッズと API のトップ争いをしているガンバ大阪は意外なことに 2004 年までは全てマ

イナスの値となっている。しかし、2005 年から現在までは全てプラスの値になっている。

そして 2014 年にトップに上がってきたセレッソ大阪と 2019 年にトップになったヴィッセ

ル神戸の 27 シーズンの値を見てみると、セレッソ大阪は J１に在籍している 19シーズンの

内 16シーズンはマイナスの値となっている。ヴィッセル神戸も 21シーズンの内 19シーズ

ンはマイナスの値となっている。 

 

第６節 API と順位の相関 

APIと順位の回帰分析の結果、相関は R²=0.28となった。 

回帰式を見てみると天皇杯で優勝した場合はリーグ戦で 14 位までに入ることで API が正

の値を算出できるという結果が出ている。また、カップ戦で優勝した場合でもリーグ戦で 14

位までに入ることが API を正の値にするという分析結果となった。 
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第４章 考察 

第１節 J リーグ 27年の傾向 

API最大値、最小値の差の平均を算出してみると 1993年から 1999 年は 11436人、2000

年から 2010年までは 14908 人、2011 年から 2019年までは 10303 人となった。また、2010

年以降 API の最大値が 10000 を超えるクラブが少なくなってきていることから、J リーグ

の人気が拮抗してきていることが明らかとなった。正の値と負の値のクラブの分類で示し

たように Jリーグでは 2010年以前以降と観客動員数を増加させるクラブが少ないことが分

かった。正の値に占めるクラブの割合は変わらず上位 3 チームで 70％ほどを占めている。 

 

第２節 人気を持ち続けるクラブ 

常時人気のあるクラブの傾向としては浦和レッズ、鹿島アントラーズ、ガンバ大阪の 3ク

ラブがあげられる。この 3 チームの共通点として常にリーグで優勝争い、代表選手輩出が

あると考える。ACLの優勝は浦和レッズが（2007、2017）、鹿島アントラーズ（2018）、ガ

ンバ大阪(2008)とすべてのクラブが経験している。リーグ優勝に関しては、鹿島アントラー

ズが 8回と J１で最も優勝を経験している。浦和レッズは 5回、ガンバ大阪は 2回となって

いる。3チームとも近年の成績も良い。リーグ戦の順位だけに限らず、カップ戦と天皇杯も

上位にある。浦和レッズは天皇杯の成績は 7 回優勝で歴代で 2 番目に多い。鹿島アントラ

ーズとガンバ大阪は 5 回で 6番目に多い。また、代表選出もこの 3 チームは輩出している。

ワールドカップへの各クラブの輩出人数は鹿島アントラーズ 15 人、浦和レッズ 9人、ガン

バ大阪 7 人となっている。ガンバ大阪は 2004 年まではマイナスの値となっているが 2005

年以降プラスになっている。プラスの値となった年の前後を見てみると、2005 年にリーグ

で優勝しておりその後も 2 年連続で 3位と優勝争いをしている。2014年にはリーグ戦、カ

ップ、天皇杯と三冠をしており成績も落ちることなく上がっていることが分かる。 

 

第３節 一時的な人気に終わったクラブ 

一時的な人気に終わったチームとして東京ヴェルディ、ジュビロ磐田があげられる。東京

ヴェルディは 1993 年から 1995 年で「アウェイ人気指数」トップになっており、この期間

に 1993年、1994 年リーグ優勝、1995年準優勝という成績を収めている。ジュビロ磐田も

1999年優勝、2001年準優勝、2002年優勝、2003 年準優勝と優勝争いをしている。東京ヴ

ェルディは 1997 年までトップ５にランクインしており、リーグの優勝以外にもカップ戦、

天皇杯でもこの時期は優勝争いをしている。しかし、その後を見てみると、順位は下位に沈

むことが多く 2004 年に天皇杯で優勝する成績は残すものの、それ以外に目立った成績はな

い。開幕当初、タイトルを多く獲得していた時と比べて成績が見劣りするのは間違いないと

言える。2009年からは J２に降格する結果となっており、かつての面影は過ぎ去っている。

ジュビロ磐田は 2005年まではトップ 5にランクインしているがそれ以降のランクインはな
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い。順位を見てみても１桁よりも２桁の順位になることが多くなってきており、順位の低迷

が見える。代表の選出を見てみても、年を追うごとに少なくなっている。この 2 チームと上

で述べた常に人気のある 3 チームを比べると順位の低迷に差が見える 

た。 

 

第４節 外国人スター選手の人気を得たクラブ 

 

最後に急上昇してきたクラブである。この特徴に当てはまるのはセレッソ大阪とヴィッ

セル神戸である。セレッソ大阪が 5 位以内にランクインしてきた年は 2013 年、2014 年、

2017年となっている。2014年ではトップを取っておりこの理由を人気選手獲得が要因と考

える。2014 年にマンチェスターユナイテッドやアトレティコマドリードで活躍していたデ

ィエゴ・フォルラン選手を獲得した。この年セレッソ大阪は J2 への降格が確定した年とな

ったが「アウェイ人気指数」でトップに立ったのはこの有名選手の影響だと考える。 

ヴィッセル神戸に関しても「アウェイ人気指数」で 2018 年に 2 位、2019 年に 1 位とな

っているがそれまではトップ５にランクインしたことはない。むしろ 2005 年、2008 年、

2009年、2016年と最低値の値を出している。急成長したきっかけとしてヴィッセル神戸も

同じく有名選手の獲得があげられる。2017 年にバイエルンミュンヘンらで活躍していたル

ーカス・ポドルスキ選手を獲得し、特に日本中を賑わせたのは 2018年に現役でバルセロナ

で活躍していたアンドレス・イニエスタ選手を獲得したことである。さらには 2019年にダ

ビド・ビジャ選手をも獲得した。このようなスーパースターをチームに取り入れることがク

ラブの人気度を上げたと考える。 

過去の順位を見てみてもセレッソ大阪とヴィッセル神戸の両チームともリーグ戦での優

勝経験はない。セレッソ大阪はスーパースターは獲得した年に J2 の降格が決まっておりタ

レントの人気に頼ったと言える。近年スーパースターを獲得スターを獲得したばかりのヴ

ィッセル神戸は 2019年に天皇杯で優勝しており初のタイトルに輝いている。 

 

第５節 イニエスタ加入による影響 

アウェイでの集客が高いことにより、対戦したチームのスタジアムが埋まり入場者収入

の増加が見込まれる。2019 年の J リーグではイニエスタが加入したヴィッセル神戸と対戦

したアウェイクラブは大きな恩恵を受けた。神戸戦では大半のクラブが普段以上の入場者

数を記録した。スタジアムの収容力にもよるが、2019 年の神戸のアウェイマッチは平均入

場者数より 48％も多く、約 17万人も観客が増えた。イニエスタ加入前のヴィッセル神戸の

平均入場者数は 2017年に 1 万 8272人だったヴィッセル神戸の平均入場者数は、2019年に

2 万 1491 人を数え、クラブの歴史上初めて平均観客数が 20000 人を超える結果となった。

しかしこのようなスター集客というものはどのくらい長続きするものなのか分からない。

選手はいつまでプレー出来分けるでもなく、ビッグニュースの反響も短期的かもしれない。
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スターの集客は爆発力があるが、いなくなったとしても人気を持ち続けるクラブへと育て

ていくことが大切と言える。またこのようにスター選手の獲得により、対戦相手に利益をも

たらすこととなるがその選手を獲得するための費用はクラブが払い続けるのか。イニエス

タ選手の年俸は 32億円とも言われており獲得をする為に、オーナーのポケットマネーで払

われたともされている。足りないお金に対してはお財布があるというのがヴィッセル神戸

の経営なのかもしれないが、一般のクラブではこのようなことはできないであろう。スター

選手を獲得し、経営も健全に行えるような仕組みが出てくればさらに多くのチームがスタ

ー選手を獲得できリーグの活性化が図られると考える。 

 

第６節 昇格してきたクラブ 

APIでトップ５に入り込んできたクラブの内横浜 FC（2007）、松本山雅（2015）は J1 に

昇格した年にトップ 5 へと入り込んできたクラブである。やはり、J２から昇格してきたチ

ームのファンはクラブへの期待が高く応援に足を運ぶ機会が増えると考えられる。 

J1 リーグは世界的に見て各クラブ間の戦力が拮抗したリーグと言われている。上位が定

位置のクラブでも降格を経験しているチームは多い。Jリーグ創設から参加するオリジナル

10 でも、降格を経験していないクラブは鹿島と横浜 FM だけとなっている。J2から昇格し

てきたチームもリーグで存在感を示し人気チームへと変化していくことは可能なのではと

考える。また上記の 2 チームは地域型クラブと言われており、企業に経営を依存せず地域

密着を目指しスポンサー・サポーターとともに地域に根を張るスタイルである。2018 年の

この 2チームの営業収益を見てみると横浜 FC15 億円、松本山雅 22億円となっている。 

一方 APIトップ 5 に顔を出す回数の多い鹿島アントラーズ（26回）、浦和レッズ（25回）、

横浜 FM（19 回）のようなクラブは親企業型クラブと呼ばれ J リーグに加盟する際に企業

内のサッカー部が母体となってきたクラブだ。これらのクラブの 2018年の営業収益を見て

みると、鹿島アントラーズ 73 億円、浦和レッズ 75 億円、横浜 FM51 億円と地域型の上の

2 クラブと比べて 3倍から 5倍程度の収益の差がある。ガンバ大阪やディエゴ・フォルラン

を獲得したセレッソ大阪なども親企業型であり、このようなクラブは親企業の潤沢な資金

により、選手の強化や、クラブハウスの充実化などを図ることができている可能性もある。

1993 年から 2019 年までのトップ５に入ったクラブでは横浜 FC と松本山雅を除いたすべ

てのクラン部が親企業型となっており、地域型のクラブにとっては人気を得るということ

は難しいことのかもしれないと考える。 

 

第７節 海外資本の受け入れ 

Jリーグクラブを発展させていく上で、その大前提となるのが運営資金であることは言う

までもない。オリジナル 10と言われる大企業をバックボーンにした古参クラブであれば話

は別だが、J1 でも後進のクラブ、あるいは市民クラブとしてスタートしているクラブにと

っては、スポンサー探しがクラブ存続の生命線にもなっている。現在は、明確に規制禁止さ    
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れているが外国資本が Jリーグクラブへ参入してくれば、「Jリーグ」自体は一時的にでも

確実に潤うことになるだろう。 

世界で成功しているサッカークラブのプレミアリーグでは、少なくとも 19 世紀後半か

ら英国プロサッカーが世界的に普及した結果、全ての大陸文化的背景を超えスポーツ産業 

においてフットボールが最もダイナミックにグローバル化が進んでいる。マンチェスター・

シティは中東マネーの参入で、2009 年から世界中を驚かせるような大型補強を敢行し、現

在ではリーグ屈指の強豪チームとして、ライバルであるマンチェスター・ユナイテッドと並

び称されるクラブへと変貌した。 

このように莫大な資金力を持つ外国資本が入れば、国内でも屈指のビッグクラブが誕生

するかもしれない。しかし、Jリーグへの外資参入に異を唱えるクラブにとって、外資規制

のある現状ですら Jリーグトップクラスと経済的な格差があるのに、外資が入ってくること

によってその傾向が更に強ることも考えられ前向きに進むことは難しいかもしれない。 

海外からの資金でスター選手を呼び、華やかなリーグにすると共に日本人選手のレベルア

ップを図ればリーグの活性化につながるのではと考える。 

 

第８節 API と順位の関係 

API とリーグ、天皇杯、カップの順位での相関を算出してみたが重相関係数が 0.28 と有

意な値ではなかったが、回帰式を当てはめてみると、リーグ戦で 14位であった場合でも天

皇杯、カップ戦と優勝することで API を正の値にすることが明らかとなった。つまり、リ

ーグ順位が低かったとしても、天皇杯、カップ戦と順位を上げることが大切だと明らかにな

った。 

 

第９節 研究の限界 

本研究では、全国区クラブの特徴を示唆するためアウェイ人気指数とリーグ、天皇杯、カ

ップでの順位との重回帰分析を行ったが重相関係数が低いため、より項目を増やすことが

検討される。 
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第５章 結論 

本研究では全国的に人気なクラブの特徴を 27 シーズンを通して J リーグにおいて観客動

員数を増やすクラブの特徴を明らかにすることを目的とした。 

研究結果から浦和レッズ、鹿島アントラーズ、ガンバ大阪の３チームがそのようなクラブ

であることが明らかとなった。また、全国的な人気を得るために欠かせない要素としてリー

グ戦、カップ戦、天皇杯と継続して優勝争いをしている事が１つとしてあげられる。 

また近年ではセレッソ大阪やヴィッセル神戸のように外国人スター選手の獲得によりクラ

ブが人気を得たケースも明らかとなった。 

回帰分析では R²の値が低く有意とは言えないものの、リーグ戦で 14 位までに入り天皇

杯、カップ戦のどちらかで優勝することが APIを正の値にさせることが明らかとなった。 

また、J リーグ 27 年の傾向は、API 最大値、最小値の差は縮まってきており、API の最大

値も 10000 人を超えることは少なくなってきており、クラブ間の人気は拮抗してきている

と言える。2010 年とそれ以降では J リーグでは観客数を増加させるクラブが少ないままで

あった。 
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